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外傷による機械的刺激の 2 つの皮膚病態?モデルを作成し、 in situ ハイプリダイゼーション法および免疫組織化学
法を用いて検討した。
(方法並びに成績)
化学的刺激: アセトン100μl に溶解した10nmolTPA (12-0-tetradecanoyl-phorbol ester) を、ヌードマウスの背
部に塗布した。対照として同量のアセトンのみを塗布した。施術後、 1 および 3 日目にマウスを屠殺し背部皮膚を採
取、厚さ20μm の凍結切片を作製し、 358 でラベルした cRNA で、 in situ ハイプリダイゼーション法を行った。
外傷: 成熟した18ddY マウスの足底に 5mm 長の皮膚全層にわたる傷を付け、そのままの状態で創傷治癒させた。
1 、 6 、 36時間後また 3 、 8 、 16 日後に屠殺し、 Non-RI プロープを用いた、 in situ ハイプリダイゼーション法を
行った。さらに、ニューロプシンモノクローナル抗体を用いた免疫組織化学法を行った。
また、上記 in situ ハイプリダイゼーション法による結果をさらに半定量的に検証するため成熟マウスの背部皮膚




ロプシン mRNA の増加が in situ ハイブリダイゼーション法により観察された。また同様に創形成により頼粒層及
び有糠層においてニューロプシン mRNA の増加が観察され、この増加は約 2 週間続いた。しかし、活発に分裂して
円。
いる基底細胞には遺伝子発現が認められず、その分布様式からも細胞分裂に関わるとは考えがた L、。また、ノザンプ
ロットによってもニューロプシン mRNA は、受傷後 3--4 日と比較的遅く増加する。従って、むしろ創傷治癒過程







チベータが epithelial tongue に発現し、フィプリンなど細胞外蛋白質を分解することにより細胞の遊走を行わせる
ことが知られる。今回の私の成績から、ニューロプシンは創傷治癒過程の比較的遅い時期に発現し、角化充進に伴う










てその際のニューロプシン遺伝子及び蛋白の発現を in situ ハイプリダイゼーション法や免疫組織化学法で調べると
いう手法で行われた。その結果ニューロプシンは細胞増殖や遊走ではなく表皮の分化に関与することが示唆された。
この研究は、皮膚における各種の蛋白の役割を解明していく上でも、また創傷治癒の機序を解明する上でも、一つの
重要な研究として十分に学位に値するものと認められるo
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